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(その 1) 

(1972) 

天子ヶ岳付近の地学案内

第22静陣地学

天子岳研究グループ東部支部

遠藤英男・臼原 主主・域内龍夫・日下義洪・語呂武彦・土韓国 停・中島信夫・小JlI賢之輔・斎藤晴美

佐野英科・穣ヶ讃卓司・杉山カズ子・高構 翠・高島 勝・田中輝彦・樺訟征夫・滞山和夫・山崎泰彦

東海自然歩道罵1971年秋よ仁富士火山西麓天子岳付近(毛無山脈)の，天子岳研究グループは，

であって，調査の初期そのここに報告する第 1報は，辺地域に関する，地学的考察を進めてきたO

の段踏の断片を，素ぽくな形で表現しようとするものである O

e山崎泰彦，小)11賢之輔らにより立案され，は，支部長高橋豊および，高島勝@篠ケ瀬卓この

支部団体研究の lっとして，継続して実施し

また，研究のメンバ

く岳由参加としを関わず，

ょうとするものである O

は，

たO

この地域における自然歩道は，基点の高尾山

から，丹沢μ醜@富士五瀕を経て，静両県の東

山麓，富士宮市根原部落
もとす

付近へ，山梨県側の本栖湖から入ってくる O そ

まず，いったん大月線にでて，麗

ちに毛無山脈東側の山脚に沿い，その山麓線の
ふもと

出入に，忠実に密接しながら南下して，麓部落
たぬき

山脚沿い南下し，田貫これよりに入る O

した後，北側の田貫尾根を登って，標湖畔に

1，336 mの長者ヶ岳山頂に達する O 長者ヶ岳

り，山からは，尾張伝いに南下して天子岳に

梨県側の西斜面を下って，南部町上佐野部落に

達し，佐野)/1沿いに右岸の尾根を下って，天子
ふく

湖を眼下に過ぎ，富士)/1左岸に達する O 同町福
し

土部落付近で富士川を渡り，これより福士)/1を

さかのぼって，西方の徳間部落付近より，尾根
おきつ

を南西に越えて，興津)11の上流に達した後，静

両県の中央山岳地帯を，三河鳳来寺山に向って，

横断 a西進している。
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天子岳付近の東海自然、歩道第 1図



序

ガイドブックの形式をふめば，最初に，自然歩道に近接する~関連のある~自然@人文景観などを述

べ，次に，地質概説@地質の本論と展開するのが，順序であるが，はしがきした事情もあって，事去倒形

式を採用することにしたO

以下，富士)11谷の地質@富士火山噴出物@天子岳の地質について略述し，自然歩道に近接する景観と

して，ルートの諸事象と，それに関する労作とを，第 l報として述べる O

I 富士川谷の地質 :富士川谷に分布する第三系は，富士地溝帯の地問斜内に形成された，多くの地

層群と，グリーンタフなどによって，特徴づけられている O
フオツサマグナ

1. 富士地溝帯:フォッサマグナ地向斜を形成した造山運動は，一般には w中生代白軍紀~第三

紀中新世にわたって』といわれてきた。しかしながら，古生代石炭紀のはじめころから，大障の東縁

部として陸化しつつあった日本列島で，フォッサマグナ地向斜は，中生代三畳紀には，既に，かなり

明瞭になっていた O それが，第三紀中新世初期になると，この造山帯の運動は，にわかに活発になり，
いとい tJ'わ

糸魚川~静陶線(糸静線と略称。姫)11""'静岡線ともよばれた)や，韮崎~駿東線などの，顕著な構造

線の活動を伴って，本弁|を横断する大地溝帯を形成したO 帆そのために，本州は，東北日本と西南日

本の，大地質区に両断されることになったO 泊中新世中期になると，本州全域にわたって海進があり，

フォッサマグナ海峡の水域は，例えば，糸静線をこえて西方に誌がり歩多くの地質学者の活寵の舞台

となった，掛)11層群や相良層群など，中新統の地腐を堆積した。

中新世末期になると，本州の海退と時を同じくして，ブォッサマグナの地向斜部は陸化していった。

さらに，第四紀になると，洪積世@沖積世を通じて，富士火山帯活動の舞台となったが，現在では，

はなぱなしい造山運動ということでは，一応終ったものと考えている向きも多い。

2. 富士111谷の第三系:富士)11谷の第三系は，従来，秋山雅彦(1957) ..千谷野之助 (1931) .. 

田理，篠木嶺二 (1952)..伊田 (1945) ..井上春雄 (1934) ..井尻正二 (1940) ..小池清(1957) 

@小坂共栄，角田史雄 (1969)..久野久 (1959) "横山次郎(1950) ..松田時彦 (1955""'1961) .. 

松田，水野篤行 (1955)"水野，片的正人 (1958)..大塚弥之助 (1938'"'-'1955)..沢村孝之助 (1955)

@杉山明 (1971)..徳山明 (1971)，その他の学者連により，構造地質学的@層位学的@堆積学的@

古生物学的@古地理学的などの諸対照として，解明のための努力が，

のあらましを，主として松田時彦らの研究を引用して，略記する O

られてきたO ここでは，そ

〔概 説J 富士川谷の第三系は，南部ブオッサマグナの，西縁部の色彩が著しい。フォッサマグナ

の西縁部には，逆断j欝と，徳山のいう円|ずり帯Jとして特徴づけられた糸静構造線が，ほぼ南北に
スラスト

り，主断層@副断麗を交えた衝上断震が，数Km間隔で網状に発達し，全体として鱗片状構造をなし

ている O このため，富士JII谷地域は，スラストで境された， 10余の地質区に分割されている O

((1) 静川一西八代地区
A 宮土)11谷北部 { 

し(2) 栢叉地区

( (3) 戸栗JII上流地底

B 富士)11谷中部 i(4) 篠井山地
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l間万沢地
(6) 浜 地

(7) 根山地区

(8) 和田 地
C 富士)11谷高部 1

(9) 北 同地区

(10) 爪地区

日1) ノ田地

※ 1表， 2国参類、)

l 松田時彦による
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これらの地質区および，地塊相互の層序関係は，スラストが介在することなどにより，未解決のまま

残されている場合も少なくない。しかしながら，現在の知見では，寵士)11谷に分布する地層は，第三系

であって，ギに中新統からなり，上@下 2層群に大別されることが，明らかになっている。すなわち，

下部層群は，御坂層に対比される，下部中新統の四八代層群であり，上部層群は，中@上部中新統の

士)11層群である O

これらの地膚のうち，富士川谷に分布する西八代層群は，糸静線に沿って，竜爪山を中心に，ほぼ帯

状に分布する部分と，富士川上流の，糸静線より東方の，御坂山地に広く分布する部分のほかは，身延

南方の御殿山付近と，富士JIIをはさむ東側に，いずれも南北に狭長に分布するに過ぎない。従って，富

士川谷の大部分は，富士川層群によって占められている O

小淵沢一静向衝上:富士川谷に分布する第三系の西縁，すなわち，フォッサマグナ南部の西縁は，い

わゆる糸静線~松田の小淵沢一静岡鎗上~を境に，赤お山地を形成する，先新第三系の地麗と楼してい

るO

小淵沢一静向間約 100Kmにわたる大断震の特徴は，断層面の傾斜 400，，-， 90 Owの顕著な衝上断層であ

ること，長大であること，横ずれ断層の性格をもっていること(断層線は各所で切られているい構造

線の特色の一つである，向性質の平行した副断層が，数多く存在すること，富士)11谷中部以南では，こ

の断層は，新第三系の中を走っている(新第三系堆積後も活動した)ことなどである O

{層序}

西八代層群:この層群分布の模式地は，(1)静川~西八代地区 3古関川累膳および常葉累層.(2)栢叉地

区 3御殿山累層・ UOl竜爪地区 3竜爪累震である O このうち.(1)の累層は，東方の御坂山地に連続し，そ

こでは

Lepidocyclinα (Nephrolepidinα nipponic αHANZAWA 

Mi ogyps i n αKotoi HANZAWA 

などが，発見されているO

この累腐の特徴は，各種の火山岩類と泥岩とからなる海成層であること， 谷の西南部から北東

に向かつて，火山岩に対する泥岩の相対量および， が増加すること，火成岩はギに，ソレアイト

質ないし，アルカリ質岩系に属し，カノレクアルカリ岩はほとんど含まれていないこと，全農厚は(1)の地

区で 2，000m.御坂山地東部では. 6，000 mに達していることなどである O

西八代層群は，富士JII谷第三系の最下部の地層であって，中新統下部に対比されている O

富士川麗群:富士JIIJ欝群は，富士川谷に分布する主な地層で， 2 '"'-' 3の層準に，局部的な不整合はあ

るが，一般には.西八代麗群を覆って整合に設なる， の海成の地層として知られているO 6，000 

m 以上。
リズミツ7・ネルタネ司シヨン

下部は，主として砂岩@泥岩の有律互膚，上部は，主として，カルクアルカリ安山岩と，傑岩とであ

るO この麗群中部の，身延泉層を形成する傑岩層は，東方の桂JII流域に連続して，顕著な発達をとげて

し1るO

IJ習群は，下部は中新世中期に，上部は大部分.中新世後期に対比されているO 一般に化おに乏

しし、O
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第 2図 富士川谷の第三系 (松田時彦集図による)
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富士JII層群[1 J 下部:この 布の模式地は. (1)静JII 西八代地区 i下部 • (5)万沢地区 i万

沢累}欝..(8)和田島地区;和田島累層・ (11)鷺ノ田地区 3小河内累層などである O

この黒膳の特徴は，一般に砂岩@泥岩の有律互層により構成されているが，地域により.これに磯岩

が加わったり，泥岩だけが優勢になったりすること，岩相の変化は. SSW-SEEの方向に著しいこと

などである O なお，物質の供給は，西方の赤石山地より，主として西帯に砂質堆積物，東~北東方の御

坂山地@関東山地より，主として東帯に，粗粒物質が運搬されたものと，推察されている O 層厚は，東

ともに 2.000m'"'-' 3，000 m ，中帯は 1，000mに達しない。

山梨県発行 (1970)1/10万地質問では，これらの地層を，向時代異相の堆積ということと. 10万

分の lのスケーノレということで，一括して，下部累層として表現している O

富士川躍群〔五〕 上部:この層群は，安山岩質火時岩類と，その上位の粗粒磯岩で特徴づけられ. (2) 

相叉地区その他の i相叉

四八代地区 i

.. (1)静JII 西八代地区 i身延累層..(9)静陶北方地区 i静向累麗..(1)静JII-

ノ田地区 i浜石岳累層の. 5累麗より形成されている O

を，富士JII層群下部として含め珍富士JII

部として，下部より，桂JII索層@烏森山累層，その上位に，

桂川県層は，ほぼ松田の，静向累層@身延累層の丸滝傑岩@おなじく

森山累層は，松田の，相又累暦の，烏森山火時岩に相当する O

なお，本報文には十分反映できなかったが，静岡大学の徳山明

も一括した曙 を含めている O

に相当する O また，

は， i谷第三系を

し奮全く新らしい観点から，構造学的@層位学的見解をうちたてられた(静岡地学第 21号 1972)。

〔宜J-1 棺又累層:火砕岩類を以って特徴づけられ，模式分布地は，(1)静JII一回八代地区 i小内船火

砕岩および烏森山火砕岩"(2)椙又地区 i薦取火砕t岩..(3)戸栗川上流地区 i月夜凝灰岩..(4)篠井山地区 3
とずらざわ

篠井山火砕岩..(5)万沢地区 i寄畑火砕岩..(8)和田島地区 i葛沢火砕岩および桧村泥岩などである O

この累躍の特徴は，主として，シソ糠石普通輝石安山岩。角閃在輝石安山岩の火山角磯岩@凝灰角様

。各種の凝灰岩および熔岩から形成され，ときにソレアイト質カンラン石普通鰭石玄武岩@集塊岩な

どが分布することと，富士川谷西帯では，南北方向に厚く，最大 2，000mの層j享を示すこと，東方に向

って魚、涼に薄くなること t J脅厚の変化や火山弾の分布から，当時の火山活動の中心は，西帯であったと

されることなどである O

〔五J 2 身延累層:磯岩の多し をもって特徴づけられ.(1)静JII 西八代地区にだけ分布し

ている O
フルートキャスト

この累躍の特徴は，形成する磯岩の，流痕の方向や，機種@分布状態などから，北東方向の関東山地

に供給源をもち，酉に開いた梅底谷内の堆穣層と推定されること，この累震の上@下に横たわる小内船

火砕岩と，烏森山火砕岩が，富士川谷西帯にある，同一の火山性ネプトンから，東方に延びた 2枚の

状部であることから，身延果層は西部において，相叉累!欝とインターフィンガーすること，身延向斜の

軸部において，層j事最大 3，000mを示すことなどである O

〔藍J-3 静向累層主として，砂岩の優勢な有律互躍をもって特徴づけられ， (9)静両市北方地医に

だけ分布している O

この累層の特徴は， を形成する，泥岩@凝灰宕の な を含むこと e 砂岩層は，しばし

-9-



の悪さが数mに し， を伴うことがあること，上@下限は，スラストのた

め明らかでないが，麿厚法ぽ 3，000mを示すこと，化石は "sαgαr i t e s砧や植物破片のほか，きわ

めてまれであることなどであるO

従来，この累擦は，大井川累濯に対比されてきた(千谷妻子之助 1931など)が，松田は，大部分，

の異絹と考えたものである O しかしながら，徳山明会員も，静向麗群を下部累層に対比され，

相良や御前崎の中新統は，静向麗詳が南にひきづられた構造を示すものとされている O

〔五J-4 曙累麗:主として，粗粒磯岩!警によって特徴づけられ.(1)静JII一部八代地区に分布する O

富士JIIJ欝群最上部震である O

この累躍の特徴は，相叉累層に整合に重なること，静JlI砂岩と曙磯岩の 2部より形成されていること，

燦岩を構成する撲は，際径 100cmを含む，数cm'"数 10 G771で，西八代層群起源の擦を含んでいること，

この泉躍の下部に，寄宿な軟体動物化石を産することなどである O

〔五J 5 浜石岳累膚主として，粗粒撲岩層によって特徴づけられ，模式分布地は， (6)浜石岳地区 i

ケ皆一高根山地区;高根山火砕岩@高瀬互}欝@貫ヶ岳機器..(4)~(8)の J11合野磯岩など

である。曙薬膳とともに，富士川麿群最上部層である O

この累麗の特徴は，相叉累層または，富士JII の上に，整合または，一部不整合に重なるこ

と，撲岩を構成する授は， 中に，縮機岩@組粒砂岩j欝@泥岩の

を挟産すること，機質は などであること，こ

の の下部は，一般に凝灰質で，火砕岩の発達するところがあること，およ 2，000 mに達す

ることなどである O

なお，この累層の下部に，曙累麗に産する貝に似た化石が含まれ，

した，小型宥孔虫化石が含まれている O

{断層]: (第 2図参照)

には，浅海下部~半深海に

i谷の地 に関する，主な断層は，多くは であって，その一般走行はN一一 Sである O

それらの は，いずれもゆるくカーブし，断層部の傾斜は，一般に 400~ 600W である。また，ス

ラストの両側の地層の層序差は， 2，000 ~ 5，000 mに達しており，真の変異最は，更に大きいものと推

察されている O しかしながら，このような変異量も，スラストの末端に向かつて，急激に減少し，分岐

して消滅したり，他のスラストに合しているO

主な断層を列挙すれば，(1)小淵沢一静向線(糸静線南部)" (2)曙衝上..(3)身延衝上..(4)音下館上..(5) 

根熊衝上"(6)野下衝上"(7)徳間衝上..(8)中河内衝上..(9)ffi代衝上@側入山衝上などである O

〔摺曲構造J:地層と裡曲構造の相関という観点から，この地域の堆積岩類は， (1)摺曲は著しくないが，

その地層の堆積状態の変化が，個々の摺曲と棺関していないもの~ [西八代麗群 3摺曲以前の堆積〕

(2)層厚または岩相が，摺曲構造と相関して変化しているもの~ [下部累層 i東西方向の摺曲に関係@曙

累麿 i南北方向の摺曲に関係J，に分類されているが，摺曲の形式@様式@ネプトンを含めて，詳述は

次の機会にゆずる O

徳、山明会員は，松田その他 (1955)が，富士川谷新第三系に発達する摺曲構造の，摺曲軸は南北性の

方向をもっと主張するのに対し， の変形をともなう本来の招由軸は，北東一南西ないし，東西方向
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であって(御坂山地および丹沢山地の摺曲構造に連続するい南北性というのは，糸静線およびそれに

伴なう引ずり断層にともなう 2次的なたわみに他ならないことを明らかにしている O

〔火山活動@地史]次の機会にゆずる O

II 天子岳に近接して分布する富士火山噴出物第8図参照) 毛無山脈の東縁は，富士火山の西

麓に分布する，富士火山噴出物と直接している O それらの熔岩類は，古富士火山の噴出物@新富士火

山旧期の，本体および側火山(寄生火山)の噴出物@新富士火山中期の，本体の噴出物@新富士火山

新期の噴出物などである O これらのうち，火山灰については，別の項で詳述する O

1. 古富士火山噴出物:古富士火山噴出物は，いわゆる古寵士泥流をもって代表される。この泥流を

噴出した古富士火山の活動は C14法により. 15，000年以前-25，000年以前とされ，一般には，

塊質泥流とよぼれてきたO この泥流は.火口から高温の状態で噴出したものであり，下位に存在する

小御岳火山をほとんど覆って，広く分布している O 富士火山の，豊富な熔岩伏流かん養に，主役をは

たしているのは，この噴出物の形成する不透水麗である O また，噴出物の岩質は，主として，カンラ

ン石玄武岩質で、ある O

しかしながら，古富士泥流も，引き続いて活動した，新富士火山の噴出物によって，ほとんど覆わ

れる結果になったO 従って，その露出する地域は限られているが，東部では，御殿場付近の鮎沢)[l流

域に，西麓では，鹿山丘陵を模式分布地域として，広く観察される O

本地域の古富士泥流は，芝)11右岸の田貫湖を中心に.毛無山脈に近接して，新富士火山噴出物の分

布する地域に，所々に窓状に露出している O また，この泥流が不透水腫となって，猪之頭水源地@白
わくたまのいけ

糸滝@寝士宮浅間神社湧玉池，その他の地域で，三島市(楽楽園その他)..清水町(柿田)[l) .山梨

県忍野村(忍野八海)などに，多量の熔岩伏流を湧水する事実は，一般によく知られている O

2. 新富士火山噴出物:古富士火山の活動が終って，しばらくは休止の期間があり，約 15，000年

前ころから，新富士火山としての活動が.I日期@中期@新期と時期を画してはじまった。この時期の

噴出物は，主として玄武岩であるが，しばしばカンラン石を含み，時には多量の火山灰を噴出する活

動を交えて，典型的な成層火山を形成したO 以下，本地域に分布する，新富士火山の岩類を，下位よ

り上位に向かつて.JI頃に略記する O

〔新富士火山i自期噴出物]本地域に分布する，新富士火山!日期噴出物は，ほぽ芝)[lの谷に治って，

北から南へ帯状に分布する O

芝)[l熔岩:本地域に分布する，最下位の熔岩流で，主として，芝)11の谷に沿って流下するo 3躍の

熔岩流のうち，第五熔岩流が，坂林付近から，上袖野部務付近にわたって分布する O

北山溶岩:芝川第瓦熔岩分布地域の東方に，北山熔岩8躍のうち，第五@第百熔岩流が分布する O

白糸熔岩:向糸滝を中心に分布する O 熔岩流は 3層あって，これらのうち，芝川の谷底侵食部に
おとどめ

出する，古護士泥流を覆う第 I熔岩流に，白糸滝@音止滝がかかっている O

横手沢熔岩:熔岩流は 3層あって，白糸滝北方の，横手沢部落の，ほぼ，芝JII一大月線有料バイパ

スの開に，帯状に露出しているO

士見橋熔岩:熔岩流は 2層あって，富士見橋から人穴部落西方にわたって，帯状に分布する O

猪之頭熔岩:熔岩流は 3麗あって，猪之頭養鱒場付近から，朝霧高原南部にわたって分布する o
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この付近の，猪之頭熔岩の末端部に，多くの猪之頭湧水群がある O

:熔岩流は 3層あって，猪之頭熔岩を覆いながら，北方に露出しているが，この熔岩流を

に，熔岩流の方向は，階北性から北東性(富士山頂方向)に，急、に転じている O

側火山噴出物:本地域付近には，犬スズミ山寄生丘の熔岩流が，脊料道路付近にまで達して分和す
う'iあな

るO この熔岩流は，標式的な繕状熔岩で，殊に，人穴部落付近の人穴@新穴@姥穴などの，標式的な

熔岩トンネノレのあることで，よく知られている O

〔新富士火山新期噴出物〕

の 山新期熔岩で，犬スズミ山熔岩に沿って，北側に:本地域に分布する，

帯状に分布する O

〔その他の噴出物J 上述の噴出物のほか，局部的ではあるが，いわゆるローム，すなわち火山灰

が，各所に観察される(後述する田貫湖周辺など)。

III 天子岳付近の地震第3図参照) 天子岳を中心とする地域は，地質の上から， l中流域の

に相当している O この地域は， されていないので，明らかではないが，第 8閣に示され

たように，大局的には.(1)窟土JII谷に発達する第三系の，富士川層群に所属していること@仰天子岳

付近は，富士JlIJ習群下部に麗する，西方の万沢累鹿@北西方の下部累層の形成する. N S 性の摺曲

軸をもっネプトンであること・ (3)天子岳北方の麓部務付近から，南西に向って， SW N E性の摺曲

軸をもっ，富士JlI層群上部に属する，身延累層の形成するネプトンが，一部断層@一部整合@

整合関係で.(2)の富士JlI層群下部麗の上に重なっていること"(4)これらを

ン岩類@安山岩類。玄武岩類など，大小の岩体が，南北性の岩脈@

(5)堆積物から，火山活動を伴っていたこと，などが知られている O

富士川層群下部:

万沢累層:地層の特徴は，富士川麿群下部の，一殻的特徴を示し，

1て，石英関緑岩類@ヒ

となって ること@

@泥岩 である O

しかしながら，場所によっては，これに傑岩が加わり，あるいは泥岩だけが優勢になる所もある O こ

のような岩相の変化は， SWW EENの方向に著しい。また，天子岳付近では，瓦層中に磯岩層が発

している O この機岩の機質は，

があり，分布する東部に粗粒で，

より，

コ立の硬い砂岩@真岩が主で，粒度は径 10cmをこえること

西方に向かつて，量@粒ともに減少している O 万沢累層は，下位

@福士凝灰岩に分躍されるO

(1) :砂岩@泥岩@ の慢さ数 10cm ~数 m) で，

@淡緑色砂岩をはさむ。佐野JlI流域でよく発達する O

が特徴

的に多く，

(2) :砂岩@泥岩の (単層の厚さ砂岩 10~ 30 r.m，泥岩 5，.....， 10 r.m )で"5αgα 一

rites"その他有孔中の化

万沢付近に分布し，

ヒ の @ヒン岩の小選入岩体がある O

山間方で，十 の同時異相部を含む。

(3) 30 r.m， 10 r.m)で，

の @凝灰角燦岩および，淡青灰色の凝灰質砂岩を伴なう o Miliolidaeその他の有孔

虫化石を るO の にあるが， ，水平方向に漸移する O

(4) 3枚の石英安山岩質凝灰岩と，それと する泥岩からなる O 泥岩中に多くの有孔

向。



虫化おを るO の上に なる O

のはっきりした砂岩@ ，比較的単調な で，下

位より， e 小内船火砕お~波高 に分賭される O

(1) 竹之島泥岩層:砂岩@泥岩の規則的な互麓で，湯ノ輿以南で薄くなっている O

(2) 上7平互麗:竹之島泥岩層によく似た砂岩。泥岩の互層であるが，竹之島泥岩層と異なり，

中に，各種の火山岩片や，泥岩片を含むこと，やや厚い火山岩質砂岩~縮機岩が加わっていること，

の西方佐野地区では，部層を特徴づける火山岩質砂岩がやや減じ，細磯岩が多くなることな

どの，諸特徴を示している O

(3) 小内船火砕岩:主として，安山岩の

土問題群上部:

@凝灰岩より形成されている O

(1) 

(2) 

(3) 

身延累層:地震の特徴は， からなること， の変化や， の収レン しし1こと，

以下の，

ノレカミ

していること，などである O

3 ~ 15 cmの砂岩をはさむ，帯青暗灰色泥岩よりなり，泥岩中に，厚さ 2cm 

を多数挟在するO また，地震中に，しばしば径 10Gin内外の，泥灰質ノジュ

し，外洋性小型有孔虫を豊富に含んでいる O

のj早さ数 10Gïn~ 2 3 Ginの，礎岩(擦径数m以下，最大磯径 60Ginを含む)か
けつ

らなっている O ，ときには厚さ 15Gin以下の，炭質京岩をはさみ，多くの

，明瞭な をもって互層するの は，主として，先新第三系の砂岩・硬い黒色頁岩であ

るが，ホルンフェンス@中新世タイプの @酸性学深成岩などを含んでいる O また，

の充てん部や砂岩層も，凝灰質でない特徴がある O

として，砂岩@ の からなっているが， の変化に富んでいる O また，

に，側方移イとしている O

加藤智雄金員の諒査結果:加藤会員による天子岳付近の調査結果(1955 地学しずはた，11&.7)

によれば，地層は下位より!I固に，佐野!謹@上揺子麗@天子岳層に分層され，各所に貫入岩体があるこ

と，天子岳を中心に，鮮新世末期と推定される熔岩流があること，などが報告されている O

各地層の特徴:

(1) 佐野層:佐野JII上流の，上佐野部落付近より，源流付近にわたる流域に分布する O 麗相の特徴は，

下部はシルト岩層，上部は引き続いて，傑岩麗，磯岩および砂岩層，砂岩@シノレト岩互層，磯岩お

よび砂岩j曹となっており，層厚 1，300m 以上となっている O 上限は不詳ながら，上位の天子岳層と

は，推定断層をもって境する O また，上稲子!習に対しては，一応下位と推定されている O

(2) 上格子層:上稲子部落付近に分布する O 地層は下位より 11関に，森シノレト岩層，門野シノレト岩互麗，

それに，著しく凝灰質部の存在する，落合磯岩@砂岩層および，入山砂岩@シノレト岩互層の 2震か

ら形成されている O また，上稲子層のものと推察される凝灰岩転石より Lepidocyclinasp.，

M i 0 g i P s i n a s P.， Am p h i s t .e g i n a S p .， G l 0 b i g e l i n a S p .が発見された。

(3) 佐野層@上稲子層中の貫入岩体:稲子火成岩類として一括され，上稲子層堆積以後一天子岳層犠

積以前に，岩株@岩脈@岩床などの形で， したものとされているO 岩質は，関緑岩@石英関緑
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岩@ハンレイ岩@関緑ヒン岩@ヒン岩@石英安山岩@安山岩などであるが，貫入後，多少の変質を

受けている O

(4) 天子岳層:天子岳を中心に，ほぼ南北に分布する O 地層は下位より JI畏に，下部は機岩@砂岩互層，

上部は引続いて，砂岩質互層，砂岩@シルト岩の互層となっている O

(5) 天子岳熔岩流:天子岳を含む稜線付近に，南北に帯状分布する O 最大層摩約300mの，輝石安

山岩熔岩流である O 鮮新世末期の噴出と推定されている O

地質構造@断層:

(1) 地質構造:上稲子層および天子岳層は 1つの向斜構造と 1つの背斜構造とに支配されている。

向斜構造の軸は，稲子JlIに沿って南北に走り，軸の中央部が，ゆるく沈む船底型構造を示している。

また，背斜構造の軸は，上稲子の門野部落付近より，北西方向に延びているが，背斜軸は北に沈ん

でいる O

(2) 断層:主要な断層は野下断層で，この地域では，南方から稲子JlIに沿って北上し，稲子小学校付

近より，白糸滝南西の坂林部落付近に達して，富士火山噴出物に覆われて消滅する O この断層によ

り上稲子層は，富士川層群上部の，浜石岳磯岩層と直接している O

対比:化石および，丹沢@伊豆の中新世火山活動との対比から，上稲子層を，中新1ft中期の堆積

としている O

東海自然歩道に近接する自然

天子岳付近の東海自然歩道は，富士山をクローズアップした風光の上からも，ルートに沿った史跡@

伝説，現代文化活動の舞台という点からも，全ノレート中，最もすぐれたコースの 1つである O

I 長去ヶ岳登山路(田貫尾根)の地質:田賀尾根のノレートは，猪之頭部落南西の，田貫湖北東端，

標高 690m地点にはじまる O これより，富士火山灰のクロボクに覆われた，急、斜する稜線を，約2時

間登りつめると，標高 1，335.8mの長者ヶ岳(地形図では無名峯)に達するO この間，富士山がこれ

ほど高く，これほど広大な裾野をくり広げ，これほど変化をみせることなど，全く知らなかったこと

を，驚嘆のうちに，十二分に知らされるに違いない。

このルートは，富士111谷第三系東帯の東縁から，富士川谷方向に，天子山脈を横断しているので，

この付近の地質の，層序ならびに構造を知る上に便利である O しかしながら，このルートは，露頭が

きわめて少ない上に，良好な露頭を欠き，その上に，現調査段階では，地質構造上の意味。重要性未

詳の，多くの断層が存症していることなどにより，詳細な地質を理解することは閤難である O 以下，

第4凶のルートマップについて述べる O

( 01 ) 田寅湖北岸@標高 700mの地点。層理を示す機農砂岩麗の小露出。傑層は，チャート@グ

レワッケ@その他火山岩類で，磯径 1cm土の亜円撲として，パラパラ入る O 充てん部は粗砂が主であ

って，全体として黄灰色を呈し，著しく火山質である O 走向N50W.傾斜 600Wで，天子岳向斜構造

の，東翼の特徴を示している。なお，付近には，淡青灰色輝石安山岩ないし，ヒン岩@黄褐灰色砂岩

@機岩の転石が多い。

(02 )田貫尾根@標高 850mの地点。層理を示す黄褐色砂質機岩の小露出。磯質は， (01)と同
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の事円礎円磯径は 5cm土以下。 てん部は，寅氏主;凝灰質の粗砂が主である O 走向N450W ・1墳

が多数存在する O斜 500 SW。この付近には，泥屠の

このノレートの撲質岩の充てん部には，必ず，径 1'"'-' 2鰍の白斑が，多く含まれている O

( 03 J 田賀屠根@標高 960mの地点。青灰色を呈する輝石安山岩の，角磯転五が多量に存在する O

山頂から尾根の平担部を稿てた急斜面で， ，岩脈あるいは岩床の存在する可能性をチェックした O

に持捧した流痕のある，砂質磯岩の巨大な転石が( 04 J 田貫屠根は・

存在する O 流震は，

1，015 mの地点。

の，身延累j彊でよく知られている O

(05J 田 1，100 mの地点。フリッシュタイプの，黄灰急粗粒岩の小露出。屠理不詳。

第 4摺 天子岳付近ルートマップ

て，走向@傾斜の測定不能。全体として，わずかに西に傾いている O

付近に他の岩種は存在しな

し'0

( 06 J 田寅尾根。標高

1，200 mの地点。暗緑黒色

を呈する，硬い@塩基性の，

変質した粗粒輝石安山岩の

転石。一部の輝石は，変費

して，著しく緑色半透明に

なっている O 付近に，岩脈

ないし岩床として，分市す

るものと推察される O

( 07 J 田貫尾根@標高

1，300 mの地点。フリッシ

ュタイプの，脊灰色縮粒砂

の小露出。層理はあるが，

しいクラックに妨げられ

( 08 J ::長尾ケ岳山頂@標高 1，335.8mの地点。クラックにより，著しく破持された火成岩の小露

出。加藤会員の，天ケ岳暗灰色輝石安山岩熔岩流の，最北端の露頭に相当するものと推察される O し

かしながら，この地点では，ヒン岩の岩脈の可能性を残している O

以上，田賞尾根ルートの知見だけから，天子岳付近の地質について論ずることはできないが，層棺

と地層の走行@傾斜などの観察から，このノレートは，天子岳向斜の東翼に相当することが肯定された O

なお，層相の観察結果から，典型的な有律五層の見られないことは，万沢累麗一般としての特徴を欠

いているし，磯岩の礁に，変質した玄武岩の発見されないことは，万沢累層の十島互層(天子岳西方)

としての特徴を欠いているo (02 Jの転石の泥岩中に観察されるフラグメントと，砂岩@泥岩互層は，

竹之島互層に似ているし，粗粒砂岩に結撲を含むこと，および，これと砂岩@泥岩の細互層との，数

m~数 10 mの互層をなすこと，砂岩中に火成岩片や，泥岩片を含むこと(014 J ，火山岩質砂岩が減

じて，結磯岩の多くなることなどは，上之平互層に似ている O
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以上のことからも，田貫屠根ノレ←ト付近の地躍は，富士JlI層群下部の鰭栢を暗示し，更に，万沢累

よりもむしろ，下部累層中部の，上之平互躍の南部の層相を暗示するが，この地域が，万沢累層と

下部察層との，セン移部としての可能性をはらんでいることも考えられるので，解明は，今後の

に残されている O (、卜JI

II 田寅湖周辺l二分布する時…ム層

{ローム躍の題相] :富土火山の噴出物が， に接する，毛無山脈東縁部に到達した末端付近は，

に続く，ゆるやかな起伏をなして広がっている O 多くの富士火山熔岩伏流を水源とする芝JlI

は，この起伏の西縁部を南流し，年間を通じて，

A地点 l i ぉ地点 i 長自の特徴。悦
立殺し tうな腐総

x 11 
色こた勝。全体lこilft色ス

コリアに中寺iこ

下部ほ しし、。

0.5 土

ス全体に淡立で、

中島警は新鮮なスコワ
5 x 

リ ァにじ5み、上下に粘

L 0 アごi二{ヒしたt1s分が存

す η

9 x 

BJ也ではク ック

1. 51 10 x 
x 61 

た生じゅ央部に右手色

x 71 すこりやイ持者とばFきずT

11 x 
2者

x 81潟 *Iil生にむ日地点で

f包はクラックを匁じ、
ロ

2.0 | 令{糾こ毛H平安散在す

loll ム
る。

llJ 
2.5 

ま二 んだ泥流、 15~25cm 

iTe. の立授を多数にf5
1百{

v 

150C以下の水温を保つ清流は，ワサピ@芝川

ノリを養い，それに， を標ぼうする県立

が開設されている O

付近の，新富士火山熔岩流の被覆からまぬが

れた部分では，直接，古富士泥流が，窓、状に露

出するのが観察される O これらの泥流上には，

2'""3mの厚さで，いわゆるクロボク(

と，褐色ローム層などの火山灰層が，堆積して

いる O

が，諜式的に分布する地域は，

であって，この は，第4図

C TM  . A J " C TM  • B Jの 2地点での調査結果

である O

らは，これらの地点の火山灰層を，

から下部に向って，下記のように 4層に大別し

たO

1. 

る

@粗しょうの火山灰よりな

で，ポクポクした感触を有し，

第 5図 田貫湖周辺のローム層柱状国
として，旅色スコリアが散在する O また，

A ..お両地点ともに，スコリアの粒径は，

部で最大 51問n，下部で最大 10棚であって，下部に進むに従って，その量を増している。

2. 黄掲色スコリア質ロ~ム膚:このローム層は， A ，. B 2地点ともに， 3層に区分される O

:淡黄褐色スコリア質ローム層である O この層の特徴は，粒径 8慨内外のスコリアが，

に，約 5cm間稿で分布していること，および，その中に，粒径 8棚内外のスコリアが含まれている

こと，粘土質に富み， の耳アカに似た，アロブェン援の鉱物片を含むことなどである O

中 層:粒径 2""'"'3鰍のスコリアを，主な物質とした，粘性にとぼしい，サラサラしたスコリア

であるo J欝内に，耳アカ状の鉱物を豊富に含んでいる O

下 層:間く締った感じのする，掲色スコリア質ロ~ム層である O この層の特徴は，最大粒径 10
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1協のスコリア むこと 9 3 1駒内外の 9 の ことである O

3. を る，粗しようなローム壌である O この層の特徴は，粘土化が幾分進んでい

るが，ポクボクした感触を有すること，スコリアが少なく，

税色する傾向があることなどである O

していること，下部に進むに従い，

B地点の露頭では，この層は，縮かなクラックを生じ，中央部には，最大粒経 17慨に諒する，

大型のスコリアを主構成物質とした，赤色スコジア躍が挟在している O

4. 賀補色ローム層:粘性に富み，ベッタワした感触を有するローム麗である O

i Lラ必%づ労労労μμ分..t • • • .・・…i

iU労労労勿労労労%タづ必%づ匁“民言語

形労労労必必労労労労~~デタ~・・・恒三司

1V.;-jづ%ジ勿ジク万ジ勿ククゴ・.. . . .l 

6図 由貿湖潤辺に分脅するロ←ム層の

鉱物組成表

% 

普通輝石@カンラン石の量は少なく，異った組成を

示している O これらのことから，この層と飽の上位

との間には，噴出源の相違が推察される O

黄褐色ローム麿下部の，風化帯に含まれる鉱物粒は，

酸化が著しいため，検鏡に際しての硫酸によるクリ

ーニングは普通の 4r-....-5倍の時間を要した O また，

黄揚色ローム層上部より，下部の風化帯に進むに従

い，不透明鉱物の量が増加する O その理由として，ク

リーニングされなかった鉱物粒が含まれたためと考え

られる O これらのことは，この風化帯付近が，滞水

に相当するため，酸化が著しく進んでいたためと

推察される o 高橋@増島記)

A地点では，下部の方宮士涼涜との間に，

を寅褐色粘土で包まれた，岩片の風化帯

が存在する O この層に含まれている砂粒鉱物

は， }亭い駿化鉄の皮膜に

クラック し，

れている O

として細かな

との間に，

亜角撲の薄層が観察される。

{ローム麗の麓鉱物結成] :吉富士泥流の風

を別にして，地層中に含まれる重鉱物は，

ともに共通していて，カンラン石@両輝石

および，不透明鉱物などとなっている O

と栗色土躍の鉱物組成が，共に酷似

していることから， スコワア f箇ロ~ム

の堆積を間にはさんだ， の間欠的な

よるものと推察されるO

ロ←ム躍は，その組成から，同一火山

体の，連続した噴出物の供給によって，堆積し

たものと推察される O また，上位のローム}曹と

比較すると，シソ輝石の含有がきわめて多いが，

Hy:句碑rsthene Ho: homblende G: glass 

第 7図 ローーム層中の鉱物
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